様式第3号(第9条関係)
会議結果
　次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。
	附属機関等の名称
	　令和８(2026)年度第１回みよし市図書館協議会

	開催日時
	　令和８(2026)年６月２３日（火）
　午後１時３０分から午後３時００分まで

	開催場所
	　図書館学習交流プラザ「サンライブ」２階　多目的室

	出席者
	　【委員】
峯野会長、平山副会長、若杉委員、今瀬委員、山本委員、中川委員、髙沼委員

　【事務局】
　吉田生涯学習推進課長兼図書館長、松浦副主幹、佐々木主事、古岸子ども読書活動推進員

	次回開催予定日
	　令和９(2027)年２月下旬

	問合せ先
	　教育部生涯学習推進課　佐々木
　電　話　0561-34-3111（直通）
　メール　gakushu@city.aichi-miyoshi.lg.jp
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	・議事録全文
・議事録要約
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	定刻になりましたので、只今から令和８年度第１回みよし市図書館協議会を開催いたします。
最初に、礼の交換をしたいと存じますので、皆様ご起立をお願いします。
一同、礼。
ありがとうございました。ご着席ください。
本日のみよし市図書館協議会の開催につきましては、みよし市立図書館の管理及び運営に関する規則、第２０条第２項により、「委員の過半数が出席しなければ開くことができない。」となっていますが、７名の委員の皆さまにご出席いただいておりますので成立しております。髙沼委員におかれましては、別の会議に出席されるため途中で退席されます。
なお、本会議は「公開」とさせていただいておりますので、ご承知おきください。本日、傍聴者はありません。
本日のスケジュールですが、お手元の次第にもとづき進めさせていただきます。
最初に、令和７年度で任期が終了し本年度から２年間、皆様に新たに図書館協議会委員をお願いいたします。なお、委嘱状は卓上交付とさせていただきますので、皆様、お手元の委嘱状をご確認ください。本年度、図書館協議会委員としてよろしくお願いいたします。

はじめに、館長よりご挨拶を申し上げます。

生涯学習推進課長の吉田です。
本日はお忙しい折、集まっていただきありがとうございます。
自分は今年の４月からの異動で初めてこちらに来ましたが、この図書館協議会についてはみよし市図書館設置条例において設置することとされており、市民及び市外の方も気軽に訪れてもらえるような魅力のある図書館にしていきたいと思っています。
また、今回の議題にもありますが、第４次みよし市子ども読書活動推進計画が今年度をもって計画期間の終了となります。今年度においては第５次みよし市子ども読書活動推進計画を策定する予定をしておりますので、それにおいても委員皆さんの意見をいただければと思っております。
今年度が委員の改選の年で、委員の任期は２年となりますが、皆さんの貴重な意見を反映させていただきたいと思いますので２年間よろしくお願いします。

ありがとうございました。

続きまして会長、副会長の選出をお願いしたいと思います。
みよし市立図書館の管理及び運営に関する規則、第１９条第１項により「図書館協議会は委員の互選により、会長及び副会長各１人を置く」と定められておりますので、委員の方々による意見により決定していきたいと思います。
立候補及び推薦等はございませんでしょうか。

今瀬です。私から、東海学園大学図書館での実務経験者である峯野幸子さんに会長を、今までのご経験から平山啓子さんに副会長を、お願いできないかと思いますのでご推薦します。

はい。
ありがとうございます。
ただいま今瀬委員より、会長に峯野様、副会長に平山様のご推薦をいただきました。
これに皆様ご異議ありませんか。

異議なし

ありがとうございました。
ただ今、会長、副会長が決定しましたので、席を移動していただき、それぞれごあいさつをいただきたいと思います。
それでは会長の峯野会長、お願いします。

ただいまご推薦いただき会長を拝命することとなりました。峯野と申します。
よろしくお願いいたします。
実はこれまで２年間会長を務めさせていただきました。
大学図書館とそれから、こういう公共図書館の違いを見ながら、どういうところで大学図書館の部分を生かしていけるのかということも考えましたけど、かなり中身が違いますので、こちらはこちらで改めて、考えていかなければいけないというところではございました。
会長やらせていただいて、皆さん方からのご意見もいろいろお話も伺いました。
頑張ってらっしゃるところもあればすごく困ってらっしゃるところもあって、そこを今期２年の間に、いい方向に進めるように皆さんと協議していきたいと思っています。
前回から引き続き委員の方々もいらっしゃいますし、今年度新たに委員となられた方もいらっしゃいます。皆さんと協力してやっていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

平山啓子と申します。よろしくお願いいたします。
私はこちらの図書館に読み聞かせのボランティアとして携わらせていただいています。
水曜日にやっている小さい子向けの読み聞かせとか、日曜日のストーリーテリングや、土曜日はちょっと大きめの幼稚園とか保育園の子、それから小学校の低学年の子向けの読み聞かせなどをやらせていただいています。
その他は、市内の保育園だとか、小・中学校の方でも読み聞かせを15年ぐらいやらせていただいています。
読み聞かせのボランティアの立場として、図書館の方に協力しながら少しでも何かより良くなるような方向に持っていければいいなというふうに思っています。
せっかくなので、最近の取り組みをちょっとご紹介させていただきたいと思うんですが、この４月からおはなし会に来てくださるお子さんたち向けに、スタンプラリーというのを新しくやり方を変えて、図書館の方のからのご提案をいただいて始めています。
おはなし会に来てくださる方に、スタンプのシールを押していくんですけれども、今までは20回やって、１枚満杯になってメモ帳をもらえるっていうシステムだったんですが、この４月から半分の10回でもらえるようなシステムにして、さらに３回目７回目でプチご褒美として、例えばおはなし会に来てくれたお子様に紙芝居の扉を開いてもらうとか、一緒に手遊びする見本になってもらうとか小さなことなんですけれども、そういったちょっとしたご褒美感を味わってもらいながらやるようなことをしています。
これがとても好評で、皆さんすごく楽しみに参加してくださっているような気がしています。
コロナの後しばらくちょっとおはなし会の参加率が悪いなというふうに思っていたときもあったんですけれども、ここ数年本当にその頑張りが認められて非常に定着してきていて、特に水曜日はもう本当に満杯になるぐらい、おはなしの部屋に入れないときがあるぐらい、非常にたくさんの親子さんに来ていただいています。
これからもぜひ図書館の皆さんと協力しながら、活気ある図書館を目指していきたいなというふうに思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。
今年度最初の会議でございますので、委員・事務局の自己紹介をお願いしたいと思います。
お手元の会議資料に委員名簿を掲載させていただきました。
正・副会長は、先ほどご挨拶をいただきましたので、若杉委員から順番にお願いしたいと思います。

若杉亮子と申します。よろしくお願いいたします。
まだここサンライブが建っていなかった昔の図書館のときに、21世紀の図書館を考える会っていうのがございまして、そこに参加していて、もう20年以上前になりますけれども、司書資格を取得して、そういう活動に関わり、あとこの施設が建つときの基本構想策定委員会と基本設計策定協議会の方にも参加させていただきました。
活動としては、「絵本の庭」という大人が集まって絵本や児童書を読むのに参加しております。
よろしくお願いします。

今瀬良江と申します。
数年前までは主催者側で、ここの立ち上げからお願いしますと言う立場でしたが、今は外からここの取り組みを応援したいと思っております。
私は社会教育委員会からの代表でございます。図書館を含めて社会教育委員として勉強させていただいている立場から言いますと、本当に人々が集い合う場が子供たちから高齢者まで必要になってきている、そういう場として図書館の果たす役割も大きいのかなと思っております。
ますます愛される図書館になるように、何か力添えができたらと思っております。
よろしくお願いします。

名古屋柳城短期大学附属三好丘聖マーガレット幼稚園の園長の山本と申します。
幼稚園代表ということで、今年度よりお世話になります。
どうぞよろしくお願いいたします。

三好丘地区子育て支援センターの中川純奈と申します。
子育て支援センター代表として参りましたよろしくお願いします。

みよし市教育委員会学校教育課指導主事の髙沼です。本年度より、この職に就いています。
よろしくお願いします。

ありがとうございました。
次に事務局側でございます。
館長は先ほど挨拶をさせていただきましたので、残りの事務局より自己紹介の方させていただきます。

今年度図書の担当になりました佐々木と申します。よろしくお願いします。
サンライブ自体は３年目になりますが、図書館の業務に携わるのは初めてで、まだまだ不慣れなところも多いですがよろしくお願いします。

子ども読書活動推進委員の古岸と申します。
主に児童室とティーンズコーナーの担当しております。
よろしくお願いいたします。

最後に私、生涯学習推進課副主幹の松浦と申します。よろしくお願いいたします。
それでは、これより次第に従いまして議題に移らせていただきます。お手元の資料をご覧ください。
それでは、本日の議事進行につきましては、みよし市立図書館の管理及び運営に関する規則第１９条第２項の規定により、会長がその会議の議長となることになっておりますので、峯野会長よろしくお願いいたします。

はい。
それでは次第に従いまして議事を進めて参りたいと思います。委員の皆様ご協力よろしくお願いいたします。
ではまず資料１をご覧ください。議題１　令和７年度図書館実績報告について、事務局よりご説明をいただきます。
お願いいたします。

資料１の１ページ目をご覧ください。
令和７年度図書館利用状況等実績について、ご説明します。
はじめに、「２　入館者等」についてです。令和７年度の中央図書館入館者数は、186,176人でした。下段（　）内に、令和６年度の実績がありますが、およそ4％の増加となっています。
続きまして、「３　利用者等」についてです。すみません、ここで一つ訂正をさせていただきます。事前にメールでお送りしていた資料の貸出人数及び貸出冊数、総貸出冊数に誤りがありましたので、大変失礼いたしました。今お手元にある紙の資料では修正してありますので、そちらをご参照ください。
説明に戻ります。中央図書館・サンネットともに、貸出人数は増加し、貸出冊数は減少しているという状況です。
続きまして、「４　電子図書館」についてです。令和３年１１月より開始した電子図書館ですが、利用人数及び貸出冊数は大幅に増加しました。昨年度学習用タブレットでの利用を開始したことによるものと考えられます。
２ページ目をご覧ください。
市民１人当たりの蔵書冊数や貸出冊数を記載しています。項目によっては少しずつ増加、減少しておりますが、全体的に大きな変化はあまりないものと思われます。
３ページ目をご覧ください。
中央図書館及びサンネットの月別の利用状況を記載しています。例年通り夏休み期間の７月・８月は、図書館の利用者が増加している状況です。
４ページ目から６ページ目をご覧ください。
中央図書館及びサンネットの蔵書資料の内訳について記載しています。特に、サンネットの蔵書資料の特徴としましては、児童書の蔵書数が多く、一般書と児童書の構成率がほぼ同じとなっていることです。中央図書館よりもかなり少ないスペースではありますが、子育て世代に向けた資料の充実を図っており、今後も継続していきます。
説明は以上です。

ありがとうございました。
ただいまの説明について何かご意見ご質問はございますでしょうか。

１つ私の方からよろしいでしょうか。
ここには予算は載ってないんですけれども、昨年、一昨年から予算削減ということで、かなり購入する書籍の数が減ってきている状況ではあります。その中で、何を購入するかっていうところを非常に悩むところではあると思うんですね。
その中でこれだけの冊数を購入していただいているんですけれども、特にこういう点に、ポイントを置いて集めているとか、そういったことがあれば少し教えていただけますか。

私の方が児童書とYA中心なのでそちらの方で言いますと、絵本もかなり毎週毎週新しい本が出版されているんですけれども、それがすべて購入に値するような内容ではないので、今までにある絵本、昔から読み継がれている絵本が、損傷が激しかったりする場合、それを買い替える方にも予算を使わせていただいています。
なので、児童室の方見ていただくとわかりますけど、あんまり何か本当に傷んでボロボロになっている本は少ないかと思います。
若いお母様が、本が古くて読むに値しないという印象を与えないように、新しく買い替えると、昔から出ている本でも、若いお母さんにとっては新刊と一緒なので、そのあたりに気をつけて購入するようにしています。
ティーンズコーナーは中高生ばかりが使うわけではなく、一般の大人の方も結構利用していただけているのが嬉しいところかなと思うんですけど、一般小説よりも読み甲斐があるいい内容の本がたくさんあるので、YAコーナーは内容が深い本を取りこぼさないように、選書して購入しているつもりです。
一般者の方も、特に直木賞とかいろんな賞を取った本とかそういうものに関しては複本にするとか、利用者さんの希望にも応えるように気をつけて購入していると思います。

ありがとうございます。
私もすみません、予算のことでよろしいでしょうか。
図書館費のところの決算を見させていただくと、令和4年度6800万、令和7年度は4800万円で、2000万円近く減額されているっていうことで、すごく大きいと思うんです。
この時、コンピューターシステムの入れ替えがなかったですよね。2000万円も削られて、支障をきたすのであったら、やっぱりそれは声を大にして要望していかなきゃいけないと思うんですけど、何かここだけでもいいので支障をきたしているなと思うことがあったら声を出していただいて、委員さんたちも理解していただいて何か応援できたらなと思うんですけど、いかがでしょうか。

最初の頃の予算のままでなくてもいいかなっていうのは感じています。
というのは棚がいっぱいになってきていて、入りきらないというところがあるので、それを毎回初期の頃のように購入しても棚に入りきらないと思います。
ただ、気になっているのは一般書の方です。児童書はすごく意識して買い替えというふうに力を入れているんですけど、一般書の方の買い替えがまだあんまり進んでないかなというふうには思いまして、新刊だけを購入している分にはこの予算でも間に合っていくんですけど、古くなった本の買い替えとかデータが古くなったものの買い替えというのが、まだ一般書の方はうまくできていないかなというふうに思いますので、そちらの方に予算がもうちょっとあるといいのかなとは思います。

一般書もですけど、子どもたちが使う本で、統計上は古いのだとやっぱりせっかくみんなで授業に使おうと思っても使えないので。
子どもたちの学習資料系のところと、大人用の一般のところもちょっと気をつけて、子どものことと言えば多分そちらは予算がつくと思うので。
新しい統計資料とか情報で子どもたちに入るようなところはちょっとまた頑張っていただけるとありがたいなと思います。

児童書の方は調べ学習の本も、同じお米の本でももう10年経っているのは閉架にして、新しい本を買っていくというのはいつもやってるんですけど、もっと買いたいものがあって、棚が足りないです。
それが一番今苦しいところです。でも増やすわけにいかないので、そこが一番辛いところですね。
あとはリクエストも入りますので、リクエストの本も購入していきますと、棚がまたいっぱいになってしまうというところで、開架の棚を増やさないででも充実させるようにするのは、やっぱりかなり選書して購入していく必要があるかなというふうに私は思っています。

図書館を作ったときはこれだけ本が入るかなと思ったぐらいにしたんですけどやっぱり足りないんですね。

昔は結構空いていたんですけど、今結構一般書の方もいっぱいになってきていて、それからもう閉架もかなり増えてきたので、本当に傷んでる本は、致し方がないので除籍にするんですけど、絵本で特にそこまで傷んでない本については、幼稚園の方にリサイクルとして回させていただいてますので、そこは有効利用できているかなというふうに思います。

昨年度からお伺いしてたんですけど、閉架書庫の方も大分満杯だというお話がありましたけど、閉架の方ももう棚がないという状態でしょうか。

開架がいっぱいです。閉架の方は、満杯で入らないということはないんですけれども、結構いっぱいにはなりつつありますね。

すごく基本的なことを伺って申し訳ないんですが、本を購入する選書と、除籍とか廃棄するという作業は、TRCさんじゃなくて、職員の方がやってらっしゃるということですか。

まず、児童書で壊れたりとかしたのは、TRCさんが１冊ずつ持ってきてくれて、これはどうしましょうと相談があります。これはもう貸し出しするわけにはいかないという壊れ方をしているのは廃棄にするしかないので廃棄します。そこまでではない、修理できるものは修理してもらって閉架に落とします。
そして、買いたくても買えない本もすごく増えているので、購入できる本は購入して、少し傷んでいる本を幼稚園にリサイクルに回すとか、サンライブまつりのリサイクルのときに出したりとかというふうに回していきます。

子どもの本とか児童書の方は古岸さんがしっかりやってらっしゃるようで、それは信頼してるんですけど、一般の本はどうですか。

一般書の方は、第一選書でTRCのスタッフの方に選書していただいたものを、職員側で再度確認をしてから発注する形をとっていて、除籍についても、基本的にはTRCの方に作業していただいて除籍検討ということで出してもらって、確認をしつつ除籍を進めていく形でやっています。

除籍検討というのは、貸し出し利用者が少ないというのがまずありますか。

そうですね。
除籍の方は利用者が少ないのもそうですし、基本的に購入してからかなり年数が経っている古いものとか、時々ですけどカビが生えてしまった本とか、あとはこれも時々ですけど、利用者の方が何かこぼしてしまったのではというものも、スタッフと職員で確認して除籍にするとか、水濡れ注意と記載して閉架にするとか、そこら辺の検討はしています。

ありがとうございました。
事業概要のところで蔵書について書いてあったので、そのあたりでお伺いしようと思っていたんですけど、さっき話が出たのでお伺いしました。図書のリクエストや、入れ替えをどういうふうにやられているのかをお伺いしようと思っていまして。
ありがとうございます。

ありがとうございます。他によろしいでしょうか。
図書館は、職員の気持ちだと思うんですけど、どうしても捨てられないものは除籍したくないという気持ちの方が働いてしまって、溜まる一方なんですね。
それはここの部署だけではなく大学図書館でも同じで、資料として見てる人たちはいやいやそんな古い本から新しい本にしてっておっしゃるんですけれども、やっぱり図書館の使命として情報を蓄積していくっていうところを考えると、古いからといって捨てられないというところのジレンマでどうしても棚がいっぱいになっていってしまうと。
本学でもそうなんですけれども、どこかで思い切らないと、棚を増やすわけにはいかないので、何らかの基準を設けて目をつむって除籍するしかないという状況ではあるので、市民のための図書館ではあるんですけれども、棚の収納を冊数とともに考えていかなきゃいけないかなというふうには思っています。
以上で資料１についてはよろしいでしょうか。

それでは次の議題に移りたいと思います。議題２　令和８年度事業計画について、こちらも事務局の方から説明をお願いいたします。

はい。
令和８年度事業計画についてご説明します。
資料２をご覧ください。
生涯学習推進課の全体の事業概要から、図書館に関する部分を抜粋してご説明します。
まず、２　重点事業（１）図書資料の整備についてです。
市民ニーズを的確に把握し、生活に関する一般図書を中心に入れ替えを中心とした蔵書の充実を図り、学校支援用図書についても学校の要望に基づいて整備します。
（２）図書館サービスの充実についてです。
図書館機能の効率化を図り、自動貸出機、複写・レファレンスサービスなどの利用者サービスの向上に努めます。
また、図書館資料へのＩＣタグの貼り付けを継続することで蔵書管理を充実し、利便性を高めます。小中学生の授業や自主学習、読書の時間等で電子書籍を活用するため、一人一台タブレット端末からみよし電子図書館を利用できるように整備します。
（３）各種団体の育成及び読書啓発事業の推進についてです。
みよし市子ども読書活動推進計画に基づき、図書館支援団体の活動の促進を図ります。また各種講座やイベントを開催して、読書啓発事業の推進を図ります。
２ページ目をご覧ください。
次に３の主要事業についてご説明します。中央図書館に関するものとしては全部で９項目ありますが、要点をかいつまんで説明させていただきます。
まず、（１）図書館協議会運営事業についてです。
先進図書館視察研修は隔年で行うため、今年度は行いません。したがって、今年度は今回の会議と、年度末の会議の計２回を予定しております。
３ページ目をご覧ください。
次に（５）読書活動の推進についてです。
図書館支援団体への活動の促進、小さい子どもを対象としたおはなし会、一日司書体験や多様なボランティア養成教室のほか、読書講演会、映画上映会、特集展示などを開催予定しています。中学生以下を対象とした読書ノートの配布運用も継続しつつ、７月からは専用のクリアファイルに読書記録やPOPを書く用紙などを入れた読書セットの配布も予定しております。
また、サンライブまつりを今年度も開催します。
本の頒布会や、おはなし会、絵本づくりワークショップ、おはなし会、図書館で保有しているDVDを活用した映画の上映会などを行います。７月２５日（土）に開催しますので、お時間ある方はぜひ来ていただけますと幸いです。
（６）電子情報サービスの推進についてです。
　図書館システムの維持管理、図書館ホームページの充実を図り、インターネット予約やメールサービスを行います。
昨年度から、市内小中学校に通う児童生徒全員に貸与されている学習用タブレットでのみよし電子図書館の活用を開始しており、今後も学校の声を聞きながら電子図書館の充実を図っていきます。
昨年度の時点で、小学校７校と中学校１校から申請があり、利用を開始しています。今年度に入り、新１年生と教職員の分として、小学校６校と中学校１校から申出がありました。
昨年度中にすべての学校で利用を開始できておりませんので、今年度中にはすべての学校で利用開始できるよう継続して学校へ働き掛けていきます。
（７）市内小中学校との連携についてです。
　例年通り、校外学習や職場体験学習の受け入れ、団体貸出、配本サービスを行います。また、昨年度に引き続き「みよし市本のポップ展」を開催します。１０月１１日（日）
から１１月１日（日）までサンライブ１階のギャラリーで展示する予定ですので、お時
間ある方はぜひ見に来ていただけますと幸いです。
（８）第５次子ども読書活動推進計画の改定についてです。
現行の第４次みよし市読書活動推進計画が今年度をもって満了となるため、令和９年度からの第５次計画の改定を行います。詳細についてはこの後の議題でご説明させていただきます。
最後に５ページをご覧ください。
令和８年度の生涯学習推進課の事業の内、図書館に関するものの年間スケジュールです。
以上で説明を終わります。

ありがとうございました。
ただいまの説明に対して何かご意見ご質問はございますでしょうか。

１ついいですか。
３ページの（6）について、小学校や中学校で電子図書館を活用してもらうというので、なかなかその利用校数が増えていかないという、昨年度もそうだったんですけれども、取りまとめをしてくださる先生が忙しいということで手続きが進まないということもあったんですけれども、そのあたり今年度は全校的な利用というお話でしたが、どういうふうにそのあたりを解消していけそうですか。

今年度は、小学校１年生の分で学校から申出書を提出してもらうようになっていて、現段階で小学校が５校と中学校１校で、今のところ全体で６校実施しています。今年も新１年生の分を追加してくださいというふうで活用を継続されている学校が６校あるという状況です。
先週、学校図書館の関係の先生方をお呼びした会議の際にも、再度電子図書館の活用をぜひ進めていただきたいですということでお話をさせていただいている状況です。
今後についても、今活用されている学校の事例をお伺いして、どういうふうに学校で使われているかということを、まだ始められてない学校に伝えつつ、始めてもらえませんかというのを伝えていくことを考えているところです。

手続きが煩雑とかそういうことではないですね。

そうですね、そこまで煩雑ということはないです。
児童生徒の部分については、学校の担当の先生の名前で出してもらうだけです。先生たちの分のＩＤに関しては使いたい先生の分のみつけるので、そこだけ一人一人お名前と生年月日を書いていただかないといけないのがネックなのかなというところです。

そこがやっぱり市の方針として、デジタル化としてタブレットで情報をうまく使って学習を進めようということで整備してきてるわけですよね。それの１つの活用方法として電子図書があるっていうことなので、使う・使わないはその事業によって違うんですけど、システムだけは学校はやっぱり入れておくべきなんですね。言い換えれば、親御さんからすると教育環境の差ができているということじゃないですか。
だからそこは課長さんが教育長にしっかり話して、そんなに事務手続きは大変じゃないということを去年も聞いているので、とにかくいつでも使える体制を整えて、どれだけ使うかとか、ひょっとしたら１年間で済んじゃう授業もあるかもしれないけども、環境を整えるということでトップダウンじゃないといけないかなと思います。
せっかくお金をかけてタブレットを使ってやるのに。今度特別教室を作って、大きな画面で専門的に特別教室やタブレットを持ち込んで画面も大きく、グループでも離れてでも交換できるようなシステムを取り入れようという話を聞いたことあるので、やっぱり条件的に同じようにすべきじゃないかというのは思いますね。
教育委員会としてどう考えるかというふうにやらないと、なかなかしっかり学校もわかっていないので、担当の先生がやらないところはやらないとか、校長先生が興味ないところはやらないとかなると、それはまずいと思うので、足並みをそろえた方が良いと思います。
申請も全部記録取ってありますよね？学校も一人一人の情報をどうぞとやるだけですもんね。だから、あんまり先生たちが苦労をかけなくてもできると思うので、図書館で希望があったら見に来てくださいというのと、連携して事業を進めるのはレベルが違うことだから、そこは教育委員会として足並みをそろえて、学校が対応できるようにトップダウンでやったほうがいいかもしれないですね。はたから見ると、差があるじゃないというふうになりますよね。

参加しない学校というのは、昔ながらの紙媒体がいいとか、タブレットを使用しない代わりに団体貸し出しをいっぱいしてるとかそういうことはないんですか。

　それはないような気がしますね。
タブレットを使った授業はほぼほぼ毎日行われていて、調べるし、意見の集約もやるし、この間家庭科の授業で１時間バーッと作って、それをタブレットで写真撮って感想をタブレットで先生に送るというのをやっていました。
いつもタブレットを使っているし、持ち帰りもしているので、使わない学習はないんですね。どう使うか何を情報として使うかはまた授業によって違うんですけど、いつも図書館で使える可能性を秘めておくと、ひょっとしたらこの事業でこれ使うっていうのもあるかもしれないのでそこはシステム的には整えておくべきじゃないかなと思います。

実際に４月の校長会で、自分の方からお願いはさせていただいたんですけど、やっぱり強制的じゃないという捉え方をされていて、図書担当の方もやっぱりどうやって使うかわからないからというようなイメージが多分あると思いますので、佐々木が申し上げたように、協力担当者会議のときに、図書担当の先生方が来られるので、そこで電子図書館の利用ではこういう事例とかありますよというのと、使ってもらったほうがいいんですけど、使う・使わないは別にして、一律登録はしてくださいというのは今後担当の先生が集まったときに、再度自分からもお願いをしようと思います。

もう校長会が一番早いと思うので、図書館協議会からもそれはおかしいと言われたとか、そういう感じで伝えてください。校長会で、学校間で差があるのはどうかというご意見まではともかく、まず登録だけはやっておいて、どう使うかを担当者さんたちに具体的に伝えていくといいのかなと思います。

はい。どうもありがとうございます。

よろしくお願いします。他によろしいですか。
はい、それでは議題につきましては以上とさせていただきます。

では次の議題に移ります。議題３　第５次子供活動推進計画の改定について、事務局の方からご説明をお願いいたします。

はい。
第５次子供読書活動推進計画の改定についてご説明します。
資料３をご覧ください。また、参考として第４次計画の冊子を配布しております。
　先ほども少し説明させていただきましたとおり、今年度をもって計画が満了となりますので、来年度からの計画の改定に向けて進めてまいります。
　昨年度３月の協議会でもご説明させていただいているかと思いますが、改めて計画改定の概要及びスケジュールについてご説明させていただきます。
A３サイズの資料に事業概要及びスケジュールを記載しております。計画の策定委員会を７月・１２月・１月の３回実施予定です。策定委員会の設置要綱の改正は完了しており、改正後の要綱については資料のとおりです。
委員の構成については、図書館長を委員長とし、学校教育課主幹（指導主事）の方を副委員長とし、学校教育課副主幹、こども政策課課長、保育課課長、こども相談課課長の計６人となります。
また、９月にアンケート調査を実施し、その集計結果を図書館協議会の委員の皆さまに送付し、意見を頂戴したいと考えておりますのでご協力よろしくお願いいたします。　調査の結果や皆様からのご意見を踏まえた上で、１月予定の第３回策定委員会で最終計画案が確定した後に、第２回図書館協議会で報告させていただき、製本及び配布という流れになります。そのため、第２回図書館協議会につきましては、早ければ２月末から３月頭に開催したいと思っておりますので、お忙しいところ恐縮ですがよろしくお願いいたします。
現段階での予定は以上のとおりになりますが、予定以外にも皆さまにご相談やご意見を頂戴することがあるかと思います。その際はご協力のほどよろしくお願いいたします。
また、こちらからのご依頼以外に委員の皆さまからもご意見等ございましたらいつでもご連絡いただければと思います。
以上です。

ありがとうございました。
ただ今の第５次子ども読書活動推進計画について、何かご意見ご質問はございますでしょうか。

設置要綱ができてしまっているので、ここは変えられないと思いますけど、メンバーを見ると、そもそもの図書館に関する専門家の方がいないじゃないですか。
ですので、よほど勉強されないとありきたりなものになってしまうんじゃないかなという恐れがあります。特に学校教育課以外は、皆さん入れ替わっていますよね。
だから、子ども政策にずっと関わってきた人達じゃない方たちが、関わることになるということなので、事務局が頑張らなきゃいけないと思うんですけど、皆さんがちゃんと勉強されないとそのあたりが懸念されますので、いろんな情報を集めて、良いものを作ってもらいたいというのと、アンケートを見ると、児童生徒しかないんですよね。

アンケートについては、児童生徒に提出をお願いするものと、教育関係機関として学校図書館や、保育園、幼稚園などにもアンケートを依頼する予定です。

保護者はない？

保護者も、昨年度ご意見いただいておりましたので、今年はアンケートの実施を予定しています。

資料には出ていないんですね。
社会情勢や市民の要望の変化によるということもあるので、やっぱり市民の皆さんや学校関係者のご意見等を入れて欲しいなということと、計画の時期が国とずれているので、国は第５次ですよね。だから国の構成を確認してください。おそらく国の方は来年改訂ぐらいになりますよね。改定の時期がうちと少しずれていて、国がもうそろそろ変えようかなというときに、うちが新しくなるので。
でも国の方向性とか、その辺の情報もしっかり捉えて、今後５年間のものに入れ込んでいかないといけないかなと思います。
事務局にお願いしたいのは、もう刷新すればいいよということですね。今まで載せていなかったこととか、ガラッと変えてもいいんだよということです。今、教育振興基本計画が２期目に入ったんですけど、全部ガラッと変えたんですね。１０年経って今２期目になって、内容も変わってきてるので、刷新していいんだという気持ちで、これはこれで今後の子どもたちの読書が推進されるようにするにはどうしたらいいかということで、他市町の計画なんかも取り寄せて参考にしたりして良いものを作っていただけたらと思います。

ありがとうございます。

そうですね。
国の方もいろいろ紆余曲折というか、こないだこうしたのにまたこうやって変えるのという、コロコロ変えるのでなかなかついていくのは大変なんですけれども、それに合わせて学習指導要領等が変わってきますので、その辺も加味しながら、第４次を発展させるではなく、今おっしゃったように新しい変わったところをガラッと変えざるを得ない部分も出てくるかと思いますので、その辺りの情報収集が大切かなと思います。
他にご意見ございますでしょうか。
ないようですので議題の３については以上といたします。

次に議題の４に移ります。議題の４は（1）（2）と資料４・資料５とあります。
まず資料４の方からご説明をお願いいたします。

それでは私の方から資料４の説明をさせていただきます。
この表の内容についての説明の前に、今年度サンライブは１０周年になります。サンライブの開館１０周年を記念した講演会というものが入っているんですけれども、この１０周年を記念した講演会に、協力として図書館協議会というこちらの名前をチラシとかに記載してもよろしいかどうかお聞きしたいです。

それをして、何かやってもらうということがあるんでしょうか。

具体的にはまだ考えていないんですけど、何か協力はして欲しいなと思っています。例えば一番簡単なところでは、チラシを作ったときに、皆さまの職場ないし活動場所
といったところでチラシを持っていってお声掛けしてもらうとか、そういう小さな協力でもいいんですけど、何か協力っていうところに図書館協議会っていうのを載せることができれば、小さなところで協力をこちらからお願いもできるなっていうふうに思ったんですけど。
今までこういうことでお願いしたことはないんです。でも今回一応１０周年ということですし、協力していただけたらどうかと思うんですけど。
皆さんいかがでしょうか。

出資共催ではないですもんね。

はい。共催ではなく、協力ですね。

図書館協議会として協力というと、運営についてお手伝いするとか何か助言するとかになると思います。でも、チラシを配るというのは個人になるので。チラシ配りは協力って書かなくても個人的に配れるんですよ。だから、協力と書くのは意味合いがどうかなと。
ただ、図書館協議会も全面的にバックアップして、支援しますという意味で協力というのもあれば、その会の持ち方についてご意見いただきながら進みましたというようなふうでやるなら協力ってあってもいいかなと思います。
あんまりポスターの協力って載せないですけど。

そうですね、共催とか一緒にやるというのがあって、例えば先ほど申し上げたとおり、チラシを配ってというのは協力とかじゃなくて、協議会で集まったときに、個人的にお願いというだけなんで、それをしてもらったから協力というのは、あまり載せるっていうことは通常ないですね。

でも何かあればちょっと事業に箔がつきますよね。

私が知っている限りでは、こういう図書館の講演会で協力とか講演とか載せるチラシをたくさん見ているので、団体さんがいろいろ協力してるんだなというのがわかるだけでもいいのかなと。

そうですね。結構大学図書館の協議会でも、それの地区とか全国大会があるんですけども、大会を運営するところはそうなんですが、各自治体の図書館の協議会であるとか、或いは教育委員会であるだとか、名前を連ねてますので、そういうところが関わってるということで、表に出てくるわけではないんですけれども、そこの図書館だけでやってるんじゃなくてこういうところも協力して、図書館業務っていうか、そういったものを盛り上げているんだよというので名前を連ねているのはありますので。
後援協力なので、今回サンライブが開館１０周年ということで、ここにも参加していくということとか、子育てセンターでもそうなんですけれども、そこを使うであるだとか、何らかの関わりがあるので応援してるよという意味で、名前載せるのであれば全然問題ないかと私は思いますが。

特に何をというのをまだ考えてないと言ったのは、そういう意味で大きなことをやってもらいましょうということを考えているわけではなく、協力とか後援とか、個人的にはそういうチラシをいつも見てるんですけど、そういうのがあるといろんなところが図書館に関わってるんだなあというふうによく思うもんですから、みよしはそういうのを１度も載せたことがないなと思いまして、１０周年なので、こういうところも一緒になって盛り上げてるよというのが伝わると、チラシを読んだ人の感触が違うかなというふうに思ったんですけど。

ここだけじゃなくって、他の団体さんとか或いは役所の方であるとか、学校教育課とかという名前を載せてもらうと、そこも関わってるというか応援してるというのは分かると思いますね。

教育委員会は主催になりますね。
だから協力と言ったらこういう団体もそうだし、スポンサー協力もありますよね。
１０周年を盛り上げて欲しいですよね。やっぱり皆さんいろんなところに冠つけて１０周年何とかとやられたりしていますもんね。

　他に団体として名を連ねることがありそうな団体はありますか？

図書館の支援団体さんにお願いしようと思っています。

市役所関係とかで具体的には別に考えていらっしゃらないですか。

市役所の中でというと、例えば教育委員会主催で、協賛とかでみよし市と言ったら、もう学校教育も教育委員会に入ってしまうので。
例えば、市長部局の何課とかは基本入らなくて、もうみよし市というふうになりますね。

小中学校長会は私的な会議なので、だから協力というので小中学校長会って名前入れるということができるんです。校長会議は教育委員会の会議ですけど、校長会という校長先生だけの組織があって、園長会とかあると思うんですけど。

じゃあ例えば、今いらっしゃる幼稚園だとか、子育て支援センターさんも、それはまた別物ですか。そういうふうなものではないでしょうか。

例えば、私立幼稚園長会とかなれば、この協議会と同じような名前なので、協力とか入るのはいいと思いますね。

わかりました。ではちょっと後で館長ともお話させていただいて、協議会としては載せても問題ないというふうで大丈夫でしょうか。特に何か大きなことをやってもらいましょうということは全くないです。

はい。でも少し意識が変わりますから。

では表の方の内容について、一通りお話させていただきます。
こちらですが、今年度講師料の予算が大幅に削られたこともありまして、講師を選ぶときに予算をどう割り振るかというところが大変難しく、いまだに決めかねておりますので、決定している講演会・講座が今のところまだありません。
現在検討しているのがこちらの表のようになります。あとここに載せていないもので、２年前から始めました、家読推進講座というものをやってるんですけれども、それが大変好評なので、そちらの方も予算で納められることができましたら、入れたいというふうに思っています。
まず１０周年を記念した講演会ということで、今一番考えているのが翻訳家の先生を考えています。もう１つ講演会ができれば、ここには絵本作家と書いてあるんですけど、今回できる可能性が低いので、児童文学研究者か歌人か写真家というところで、伝手がありますので、この３人のうちの１人で可能な方でお願いしたいなというふうに考えています。
それと、子ども向けに人形劇は入れておきたいなというふうに今考えています。
あと、もう１つ講座が内容未定となっていますけど、ここにさっき言った家読推進講座を入れることができたら実施したいなというふうに考えています。
今まで講演会を含め、年に１０回ぐらいの講座をやってきたんですけど、今回ちょっと４回ぐらいやるのが精一杯かなというところで、残念ですが何とかこれくらいの内容で実施できたらいいなというふうに考えています。
以上です。

はい。ありがとうございます。
ただいまの説明についてご質問、ご意見はございますでしょうか。

昨年度まで読み聞かせとかしてらっしゃる方を対象に講演会があったと思いますが、それがやっぱり、予算の関係でできないということでしょうか。

そうですね。
そうすると、１０周年を記念した講演会というのができなくなってしまうと思います。読み聞かせボランティア養成講座というのを毎年やっているんですけど、今年度は難しいかなと思っています。
去年だと、全部で４回の講座で、公開講座１回と連続講座３回ということでやりまして、しっかり皆さん勉強していただいて新しいグループも立ち上げることができました。今年度は厳しいのでお休みして、次の年にまた読み聞かせの養成講座が企画できるといいかなというふうに考えています。

いつもご苦労してやっていただいてありがとうございます。
新しい方を募るというのもずっと継続してやっていただいてるので、メンバーも増えて新しいグループも増えていて大変ありがたいなというふうに思うんですが、今やっている人たちのレベルアップ講座みたいのも毎年やってくださっていますよね。
それが本当にためになるというか、自分たちがやってることを客観的に違う先生がちゃんと教えてくださるというのは、本当に振り返るのに助かってるので、もし外部の方ができないということだったら、ご苦労かけてしまいますが古岸さんにお願いできればなというふうには思うんですが、できれば年に１回ぐらいで、自分たちのやっていることを顧みる機会を与えていただければありがたいなというふうに思います。

ありがとうございます。今もう一つ考えていることがあって、以前メールで問い合わせがありまして、１歳と４歳の子どもがいるんですけど、読み聞かせのボランティアをやりたいというものが来たんですけど、その状況ですぐに読み聞かせボランティアというのは難しいので、一応講座を受けてから支援団体に登録してもらって、それからやるっていうふうになってますということを説明したんですね。
でもすごくボランティアやりたいっていう気持ちと、絵本のことはいっぱい知って勉強したいと書いてあったんですね。そこに私は感動しました。ボランティアをやる前の段階の小さい子どもがいる方に、本を紹介したり、お母さんたちも子どもに読むようにそこで読んでみたり、読み合いをしたり、自分の子に読んだりというような、ハードルが低い勉強会を昔やっていたんですけど、それのようなことをできたらやりますので、また決まったら連絡しますねと言ったんです。読み聞かせボランティアをやる前の段階のことをやれたらなというふうに思っています。
今のボランティアさんは、ものすごく１０年の間に成長されたので安心していて、そこまでいいかなというふうに私は思っているんですけど、時間がとれれば、ステップアップとなるかどうかはわかりませんが、前に進みすぎると基本を忘れてしまうこともあるので、再確認するための勉強会を１回ぐらいできるかなと思います。

はい、ぜひよろしくお願いします。
みんなで育ってきたのも、ずっと古岸さんが１０年間育ててくださったおかげなので、ぜひよろしくお願いします。

館長さん、予算取りは本当に厳しいと思うけど頑張ってください。もういろんなことが削られちゃって、講座・講演会も開館した頃はちょっと有名な人が来ていたり、全国レベルの人を呼んでいたりしたので。そういうふうでみよしの文化レベルあげようという勢いがあったんだけど、だんだん予算が削られてきて、そういう人達のお話を直接伺う機会が減ってきているので。
予算が一番難しいところだけど、やっぱり豊かな心の醸成とか文化レベルの向上というのは図書館が担っていかなきゃいけないかなと思うので、全然予算が取れなくても、言い続けないといらないだろうと思われてしまうから、そういう要望が多いという必要性を言っていかないと、基本的に毎年切られてしまいますからね。

そうですね。そこは要求していきますけど、任せておいてくださいと言えないのが申し訳ないです。

必要性が説明できないレベルの内容ですからね。

そうですね。こうやって成果が出ていますよというものがないので。

皆さんからこういう意見が多いとかっていう要請を、切られても言っていかないともういらないんだろうって、ずっと日の目を見ずに終わってしまうのでね。

私はいろんなところのおはなし会を見に行ったりするのが好きなので、名古屋市とかいろんなところに行くんですけれども、どこから来ましたかと言われてみよしと言うと、「ああ～図書館行ったことある」と言われて、やっぱりいい先生をたくさん呼んできたので、良い講座が多いねということはすごく言われるんですね。
それで、みよしのおはなし会のグループの名前は何も知らなくても、みよしの図書館には来たことがあるという人が結構いらっしゃるので、すごく名声を高めていて、市民としても誇らしいのでぜひ頑張ってください。

今のご意見をいただいたように、ボランティアをやる前のお母さんたちとか、希望者にというお話ありましたけれども、おはなし会に来られないようなお母さんたちもやっぱりいらっしゃると思うんですが、その中でもやっぱり子どもたちの情緒を育みたいであるだとか、自分自身が本が好きで、子どもたちにも読み聞かせてあげたいというふうに思ってらっしゃるお母さんたち結構いらっしゃると思うんですよ。
なので、ちょっとした工夫で子どもたちが楽しんで聞いてくれるとか、聞き入ってくれるとか、そういうことが分かれば、コツがあれば、そういうところをお母さんたちが知りたいと思うんですね。
読み聞かせていても子どもが全然聞いていなくてすぐ寝ちゃうよとか、あちこち行っちゃうよ、じゃなくて、こういうところだけちょっと注意して読んであげると子どもたちが目を輝かせて聞いてくれるとか、そんなコツがあれば、かしこまったボランティア養成じゃなくて、ちょっとしたコツの伝授ですよということでお母さんたちに教えてあげられれば、そういう機会があればいいかなと思いました。
資料４については以上でよろしいですか。

では次に（２）の資料５の方に移ります。こちらの説明をお願いいたします。

はい。
最後に令和７年度の来館者アンケートの結果について、資料をご確認ください。
令和７年２月６日から２月２０日まで、中学生以上のサンライブ来館者を対象に実施したアンケートの調査結果です。
その中から図書館のサービスの満足度について、抜粋してご説明します。
資料５の４ページ目をご確認ください。
「１　館内の案内表示」では、満足・やや満足合わせて92.7%でした。
「２　閲覧席の利用」では、満足・やや満足合わせて87.7%でした。
「３　学習席の利用」では、満足・やや満足合わせて85.0%でした。
「４　本の量や種類」では、満足・やや満足合わせて80.3%でした。
「５　本の予約・リクエスト」では、満足・やや満足合わせて87.5%でした。
「６　本の貸出期間・冊数」では、満足・やや満足合わせて88.1%でした。
「７　児童室の使いやすさ」では、満足・やや満足合わせて84.3%でした。
「８　自動貸出機での貸出」では、満足・やや満足合わせて92.7%でした。
「９　図書館ホームページの使いやすさ」では、満足・やや満足合わせて67.5%でした。
「１０　おはなし会・講座などの催し物」では、満足・やや満足合わせて95%でした。
「１１　職員の対応」では、満足・やや満足合わせて91.3%でした。
「１２　全体の満足度」では、満足・やや満足合わせて90%でした。
　以上のように、図書館のサービスに関しては、概ね良い評価をいただいています。
その中で、「９　図書館ホームページの使いやすさ」が、唯一７０％を下回っていました。令和６年１２月から、市の公式ホームページが変わり、以前のものに慣れている方も多くいらっしゃるため、新しいホームページを使いにくく感じているものと推察されます。
利用者の目線に立って、知りたい情報が見つけやすいホームページになるよう情報の精査や構成の見直しをしていきます。
以上です。

はい。ありがとうございました。
ただいまの説明について何かご意見、ご質問ありますでしょうか。

私からいいですか。各設問でやや満足、満足あたりはいいんですけれども、ときどき不満とかやや不満のところのパーセンテージが上がってきているんです。
これはそこにチェックを入れるだけなのか、例えば不満とかやや不満にチェックを入れた方はどういった点がというご意見もいただいているんでしょうか。

当アンケートについてはチェックのみです。理由をお伺いした方がより改善に繋がると思いますので、今年度のアンケートの仕方については検討していきたいと思います。
ありがとうございます。

他ご意見とかご質問あればお願いいたします。よろしいでしょうか。
それではご意見、ご質問がないようですので、議題４については以上とさせていただきます。

議事は以上となりますので、ここで議長の任を終えたいと思います。
ありがとうございました。

はい。会長ありがとうございました。
委員の皆様も長時間にわたる審議、ありがとうございました。
次回の会議につきましては、２月または３月を予定しております。お日にちが近くなりましたら、ご案内いたしますのでよろしくお願いいたします。
また、会議開催のほかに、子ども読書活動推進計画の改定に関してご連絡させていただくことがあるかと思いますので、そちらも併せてよろしくお願いいたします。
以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。
最後に礼の交換をしたいと思いますので、皆様ご起立をお願いいたします。
「一同、礼」
ありがとうございました。



